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研究成果の概要（和文）：本研究では，紙媒体の練習問題の運用と音声機能を有するスマートデバイスを学習教
材として用いて，聞取り対策授業内・外の双方向型学修と自律学修の両方を目指す教授・学習法を一提案した。
その際，提案手法はADDIEモデルに基づき，現状における研究対象，聞取り対策授業，関連研究の分析結果か
ら，改善すべき課題を明らかにした。それらの課題の解決・実現に向けて，スマートデバイスの学習教材の具体
的かつ詳細な設計・開発を行った。提案した学習教材を用いた教授・学習法は，聞取り対策授業内・外に講じら
れて，統計的手法を用いて分析した結果、有効性のある結果が得られた。 

研究成果の概要（英文）：In this research, we propose a method of utilizing smart device in measure 
lesson of proficiency test aimed at active learning. The purpose of this method is to aim essential 
interactive lesson and the students' autonomy study outside of class. In addition, the aim of the 
proposed method is the improvement of learning effect. In order to realize of these aims, the 
proposed method in view of the problems of the previous methods is based on the Bluetooth and SQLite
 of smart devices without internal and external supports and constructed by based on the ADDIE 
model. Through the implementation of the actual measure lesson, evaluation of the proposed method to
 the improvement of the learning effect is analyzed by the listening score results of Korean 
proficiency test.

研究分野： 教育システム情報
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１．研究開始当初の背景 
  

大学教育の基本である単位制度は、授業内
はもちろん授業外の学習をも求める。しかし、
いわゆる全入時代のユニバーサル段階（下
図）にある今日の学生の 70%は 1 週間当たり
5 時間以下の授業外学習量のため、単位制度
は崩壊していき、さらに教育の質も保証され
ていない。各大学は“単位の実質化”に向け
て様々な改革を行っているが、学習主体であ
る学生に対する具体的な改善までは及んで
いない。 

 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は、スマートフォン用の韓国

語学教育ツールを開発することである。開発
するツールには、学生の多様な授業外時の生
活においても、きめ細かく教育指導ができる
教育マネジメントと、学生に主体的な学びを
促す機能とを装備する。高等教育において、
学生に主体的な学びを体得させることは極
めて重要であり、いわゆる単位の実質化のみ
ならず、教育の質向上にも本研究は寄与でき
ると考える。具体的な研究項目は、以下の 3
つである。 
（1） 主体的な学びを促進する教育マネ

ジメント開発。 
（2） 開発した教育マネジメントをスマ

ートフォンに実装。 
（3） 実践活用と評価分析による教育の

質向上の実証。 
なお、本研究は韓国語教育を題材にしてい

るが、開発するツールによる教育マネジメン
トは他教科にも適用可能なものである。 

 
３．研究の方法 
 
申請者らは、これまで ICT 技術を韓国語教

育改善に取り込み、いち早くモバイル教育・
学習の研究開発を進めてきて、新教育サービ
スとしてモバイル端末の可能性を見出した。
本研究では、代表的なモバイル端末であるス
マートフォンで語学教育ツールを開発する
ことで、学生に主体的な学びを促す教育マネ
ジメント環境を授業外時にも提供ができ、単
位の実質化のみならず、教育の質向上にも寄
与する。 
まず、試作する具体的な開発項目と内容は

下記のとおりである。 
(1) スマートフォン用の電子教科書の

開発： 習熟度・学習目標別の多様な学習に
対応する電子教材の開発、動画・音声・録音

を組み込んだマルチメディアの活用、スマー
トフォン用に最適化した電子教材を作成す
る。 
(2) 理解度把握システムの開発： 毎回

の授業後、小テストを配信・受信・自動採点
してフィードバック実施、学習者の問題理解
や解決方法を提示するシステムと学生個人
の成績管理システムの開発をする。 
(3) 協調学習支援システムの開発： 学

生参加型・誘導型の授業環境を構築、学生同
士がペアまたはグループを組み、主体的な学
びを促すシステムを開発する。 
また、授業外時間においても、きめ細かい

教育指導ができ、学習効果を最大限に高める
ことを目的として、単純な操作で即時に学習
できる教育マネジメントの機能を開発する。
具体的には、予習・復習・課題実施システム
の構築と，主体的な学びの促進を支援するた
めの学習コンテンツの開発を行う。なお、反
復学習による暗記の自習が必須である外国
語学習において、通学時や自由時間にも韓国
語に触れる学習機会を提供することは効果
的である。製作する具体的な開発項目と内容
は下記のとおりである。 
(1) ドリル学習： 短時間の集中でより

効果的に語彙が暗記できるよう、記憶データ
システムとマルチメディアを積極的に活用
したドリル型暗記システムを開発する。 
(2) 事前・事後学習： 対面の学習を充

実させるため、授業前に予め学習内容を配信
し、学生が自発的に取り組むよう予習専用の
学習コンテンツを開発。また、授業後、対面
授業内容の再確認と質問事項を教員に送信
できる復習専用の学習コンテンツを開発す
る。 
(3) 学習モニタリング： 教員は常にネ

ットワークを介して、学生の授業外の学習状
況が確認でき、そのデータを基に持続的な指
導および学習奨励ができるシステムを開発
する。 
これらの機能を有するスマートフォン用

の韓国語教育ツールを実現するために、本研
究では ADDIE モデルに基づいて設計・開発
を行う。ADDIE とは，Analysis，Design，
Development，Implementation，Evaluation
の頭文字になる 5 段階モデルで、「教育活動
の効果・効率・魅力を高めるための手法を集
大成したモデルや研究分野、またはそれを応
用して学修支援環境を実現するプロセス」の
インストラクショナルデザインの中で、最も
広く活用されている。 
本研究方法で開発されるスマートデバイ

スを学習教材として用いて、ハングル検定試
験のための聞取り対策授業内・外の双方向型
学修と自律学修の両方を目指す教授・学習法
を一提案する。提案手法の評価と考察は、検
定試験の聞取り得点、学習者の評価、授業
内・外の学修、学習効果などの分析を通して
確かめる。 
 



４．研究成果 
 
申請者らは、本研究で開発したスマートフ

ォン用の語学教育ツールを正規の韓国語授
業を対象とし、聞取り対策授業内・外で講じ
た。対象授業は、聞取り対策授業であり、ハ
ングル検定試験対策授業の位置づけであっ
た。 
その際、提案手法は ADDIE モデルに基づ

き、現状における研究対象、聞取り対策授業、
関連研究の分析結果から、改善すべき課題を
明らかにした。それらの課題の解決・実現に
向けて、スマートデバイスの学習教材の具体
的かつ詳細な設計・開発を行った。提案した
学習教材を用いた教授・学習法は、聞取り対
策授業内・外に講じられて、次のような結果
が得られた。  
聞取り対策授業内では、学習量拡大、授業

中・後の練習問題の準備・採点作業の教員負
担の軽減、リアルタイムでのフィードバック
などによって課題解決ができて、本質的な双
方向型学修を展開した。聞取り対策授業外で
は、スマートデバイスの学習教材により音声
CD の不便性がなくなり、自宅以外の日常生
活でも気軽に自律学修ができた。このような
授業内・外における提案手法の活用に対して、
対象の学習者の評価は高かったこともアン
ケート調査から確かめた。また、個々の学習
者がもつ韓国語能力を伸ばすこともできた。
一方、模擬テストのような実践的な学習の強
化、学習意欲の維持、授業外の学習時間の義
務化などの改善すべき今後の課題も確かめ
た。 
最後に、本研究では韓国語検定試験の聞取

り対策授業を題材にして、ADDIE モデルに
基づいて設計・開発を行ったスマートデバイ
スの学習教材を提案し、実施も行ったが、授
業内の双方向型学修と授業外の自律学修の
両方を目指した教授・学習法は、韓国語の筆
記対策をはじめ他の外国語授業にも適用で
きると考えられる。例えは、スマートデバイ
スの学習ツールを論理回路に関する実験に
講じて、学生の学習意欲を調べた。調べは、
ARCS モデルに基づいて行い、収集データを
統計的手法で分析した結果、学習意欲の向上
が明らかであった。 
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